

























































































































































Emergency Medical Team (以下EMT)という枠組を作り、資機材や質に応じて3つの
クラスに分類、各国の医療救護チームは事前申請、登録をすることとなった。これを
受けて、国際赤十字はWHOとの間にred channelと呼ばれる協定を結び、赤十字の医
療系ERUをEmergency ClinicとEmergency Hospitalに分類し、それぞれをEMTのタ
イプ1、タイプ2としてWHOが認証することとなった。この新システムに対し、日本
赤十字社は、現在保有しているBHC-ERU、すなわちクリニック型のERUを拡張し、
Emergency Hospitalとして登録する予定である。　コンセプトとして、WHO-EMTタ
イプ2の最低基準を満たすこと、現有のクリニック型ERUに足りないものを追加して
Emergency Hospitalとし、災害の種類と規模に応じてクリニック型でも病院型でも出
られるようにすることとした。また、維持管理と派遣が容易になるよう、追加すべき
資機材はできるだけモジュール化をはかった。追加モジュールは、検査モジュール、
輸血モジュール、キッチンモジュールなど、現行のモジュールの強化が必要なものに
手術モジュール、水・衛生モジュールなどがある。　当面は20床の小規模の病院を前
提としており、その後病床の拡張が可能なように設計している。今年末までに資機材
の選定を行い、来年度前半に完成予定のタイムスケジュールである。
